
　
平
成
二
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
、明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
組
合
諸
事
業
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、年
明
け
早
々
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の

恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
の
リ

ズ
ム
に
乗
せ
て
、県
下
二
十
一
支
部
長
様

始
め
各
、役
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂

き
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、効
果
の
程
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん

が
営
業
支
援
事
業
と
捉
え
、理
容
三
ツ
星

制
度
を
発
足
さ
せ
、常
に
お
客
様
に
対
し

て
安
心
・
安
全
を
第
一
に
衛
生
面
の
充
実

と
技
術
面
の
向
上
に
努
め
理
容
店
の
社

会
的
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、香
川
県

理
容
組
合
最
高
の
権
威
あ
る
証
し
と
し

て
認
識
し
て
い
た
だ
き
、組
合
加
盟
店
と

非
組
合
員
店
と
の
格
差
を
一
般
社
会
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
、規
制
改
革
に
よ

る
理
容
業
界
と
美
容
業
界
の
制
度
の
改

正
に
伴
う
、強
い
理
容
業
界
へ
と
進
展
し

て
行
く
べ
く
、組
合
三
役
会
を
は
じ
め
、

常
任
理
事
会
・
理
事
会
等
に
お
い
て
積
極

的
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
積
極
果
敢
に
挑

戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

成
長
に
向
け
た
地
方
創
生
は
大
変
困

難
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、我
々
組
合
加

盟
店
が
一
致
団
結
し
理
容
創
生
に
知
恵

を
絞
り
、創
意
と
熱
意
無
く
し
て
は
事
の

成
就
は
成
し
得
ま
せ
ん
。

　
今
、全
国
的
に
組
合
員
の
高
齢
化
に
よ

る
組
合
員
数
の
減
少
が
顕
著
で
は
あ
り

ま
す
が
何
故
、組
織
が
大
事
か
。
何
故
、

組
合
と
言
う
組
織
が
必
要
か
。組
合
員
の

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
事
を
し
っ
か
り
認

識
し
て
頂
き
な
が
ら
組
織
と
し
て
は
、ど

の
よ
う
な
小
さ
な
声
に
も
耳
を
傾
け
熱

意
を
持
っ
て
組
合
員
皆
様
方
と
爽
や
か

な
汗
を
か
き
な
が
ら
次
の
世
代
に
し
っ

か
り
と
し
た
業
界
と
し
て
継
承
し
て
行

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、皆
様

方
と
共
々
に
助
け
合
い
な
が
ら
実
り
多

き
年
に
成
り
ま
す
よ
う
に
念
願
し
、一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
皆
様
方
の
ご
繁
栄
と

ご
家
族
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
致
し

ま
し
て
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て
良

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　
全
国
理
容
連
合
会
で
は
「
法
令
順
守・

社
会
参
加
」「
理
容
師
後
継
者
育
成
」「
営

業
支
援
」を
基
本
理
念
に
各
種
事
業
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。現
在
は
シ
ェ
ー
ビ
ン

グ
を
中
心
と
し
た
技
能
審
査
制
度「
Ｂ
Ｂ

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」の
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
の
理
容
本

来
の
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
次
世
代
に
つ

な
い
で
ま
い
る
と
と
も
に
社
会
へ
の
ア

ピ
ー
ル
、そ
し
て
何
よ
り
も
理
容
業
の
よ

り
活
性
化
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
ま
た
、昨
年
度
に
続
く
キ
ッ
ズ
集
客
や

後
継
者
づ
く
り
と
し
て
は
、「
キ
ッ
ズ
三

つ
星
サ
ロ
ン
制
度
」な
ど
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。そ
の
キ
ッ
ズ
対
策
の
一
環
と

し
て
展
開
し
た「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
二
〇
一
四
」
で
企
業
部
門
グ
ラ
ン
プ

リ
を
獲
得
し
た
全
国
理
容
連
合
会
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
バ
ー
バ
ー
く

ん
」を
核
に
Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
も
積
極
的
に

実
施
し
ま
す
。
す
で
に
昨
年
四
月
、幕
張

メ
ッ
セ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
を
再
現
し
た
「
ニ
コ

ニ
コ
超
会
議
」か
ら
ゆ
る
キ
ャ
ラ
プ
ロ
レ

ス
へ
の
参
加
要
請
が
あ
り
、く
ま
モ
ン
や

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
ら
十
一
体
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
と
参
加
、十
一
月
に
は
鹿
児
島
県
さ
つ

ま
町
で
開
催
の
第
三
十
回
国
民
文
化
祭

か
ご
し
ま
二
〇
一
五
・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
鍋

フ
ェ
ス
タ
に
出
演
等
、今
ま
で
で
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
異
業
界
交
流
が
実
現
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
二
十
一
世
紀
の
重
点
課
題
と
し

て
は
、高
齢
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
賠
償
保

険
を
掛
け
て
の
永
続
的
な
訪
問
福
祉
理

容
の
取
り
組
み
、お
よ
び
全
国
理
美
容
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
有
効
活
用
に
よ
る
訪
問
福

祉
理
容
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
シ
ス
テ
ム
化

の
推
進
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。ど
う

か
今
後
避
け
て
通
れ
な
い
超
高
齢
化
社

会
へ
の
福
祉
の
構
築
に
は
、理
容
師
全
体

の
問
題
と
し
て
、有
償
と
す
る
訪
問
理
容

を
積
極
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
参
画
下
さ
い
。

　
さ
ら
に
、本
年
三
月
に
は
世
界
理
美
容

選
手
権
大
会
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
挙
行
さ

れ
ま
す
。
業
界
の
元
気
の
源
と
し
て
も
、

出
来
る
限
り
多
く
の
メ
ダ
ル
の
獲
得
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
旧
年
に
も
倍
し
て
ご

指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

第
一
六
六
回 

全
理
連
臨
時
総
会

　

十
月
十
一
日
午
前
十
時
よ
り
浦
和
ロ

イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
四
階
に
て
佐

藤
功
総
務
委
員
長
司
会
進
行
の
も
と
、厚

生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
長
表
彰

十
五
名
、
退
任
役
員
感
謝
状
十
名
、
全
理

連
理
事
長
表
彰
七
十
四
名
、業
界
振
興
論

文
表
彰
三
名
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。続

い
て
厚
労
省
生
活
衛
生
課
長
町
田
様
よ

り
、「
身
近
な
理
容
業
で
あ
り
、
業
者
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
組
合
活
動
で
の
尽
力

な
ど
、規
制
改
革
に
お
け
る
関
心
の
高
い

消
費
者
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
今
ま
で
の
サ
ー
ビ

ス
も
失
わ
せ
る
危
険
も
あ
る
の
で
、消
費

者
の
利
益
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。理
容
師
美
容
師
の
養
成
の
在
り

方
や
資
格
取
得
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

関
係
者
、
有
識
者
を
交
え
て
考
え
て
い

く
」と
い
う
挨
拶
で
し
た
。
続
い
て
金
融

公
庫
岡
部
様
よ
り「
金
融
公
庫
に
お
き
ま

し
て
は
常
日
頃
協
力
し
て
戴
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
い
う
挨
拶
で

し
た
。
続
い
て
大
森
理
事
長
が「
規
制
緩

和
で
ア
レ
ル
ギ
ー
が
起
こ
る
よ
う
な
今

日
が
あ
り
規
制
緩
和
、規
制
改
革
会
議
、

厚
生
労
働
省
の
知
恵
と
決
断
、
指
導
が

と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
。」
と
い
う
挨
拶

で
し
た
。そ
し
て
各
部
報
告
が
あ
り
全
員

一
致
で
可
決
成
立
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
評
議
員　
山
地
重
行
）

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
理
事
長
　
大 

森
　
利 

夫 

氏

平
成
二
十
八
年︵
二
〇
一
六
年
︶年
頭
所
感

 
未
来
へ
伝
承

祝
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
生
衛
中
央
会
理
事
長
表
彰

連
合
会
理
事
長
表
彰

増田重昭 氏武田幸重 氏

野村　勝 氏
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第
六
十
七
回
全
国
理
容
競
技
大
会
理

容
＆
二
〇
一
五
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
国
大
会

が
「
彩
の
国　
匠
の
祭
典
」
と
称
し
て
平

成
二
十
七
年
十
月
十
二
日
㈪
体
育
の
日

に
埼
玉
県
久
喜
市
久
喜
総
合
体
育
館
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。開
会
式
で
は
大
森
理

事
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
選
手
宣
誓
の
時

に
は
選
手
の
暑
い
気
迫
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
し
た
。競
技
は
三
部
門
で
各
競

技
三
十
分
の
競
技
時
間
（
第
一
部
門
は

三
十
五
分
）そ
の
三
十
分
の
為
に
選
手
は

一
年
間
の
努
力
と
練
習
を
積
み
重
ね
各

都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
、こ
の

場
に
集
ま
っ
て
来
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の

頂
点
を
目
指
し
て
と
て
も
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
す
。香
川
県
か
ら
は
第
三
部

門
ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ
ン
・
メ
ン
ズ

〝
Ｄ
〟に
清
水
光
時
選
手（
善
通
寺
支
部
）

が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
、入
賞
を
逃

し
残
念
で
し
た
が
大
健
闘
し
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
表
彰
式
・
閉
会
式
に
は
塩

崎
厚
生
労
働
大
臣
が
駆
け
つ
け
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
カ
ッ
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を

さ
れ
ま
し
た
。来
場
者
数
が
一
万
二
千
人

を
超
え
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。天
候
に

も
恵
ま
れ
、大
盛
況
の
大
会
で
し
た
。
こ

こ
数
年
間
、選
手
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て

参
加
し
て
お
り
ま
す
が
、選
手
が
大
会
を

通
し
て
成
長
し
て
い
く
の
は
毎
年
感
じ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、大
会
の
持
つ
雰

囲
気
や
環
境
な
ど
で
、現
場
に
居
な
い
と

感
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
是
非
、大
勢

の
方
に
体
感
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
、香
川
県
で
は
来
年
の
高
知
県

大
会
を
一
番
の
目
標
と
し
て
チ
ー
ム
で

練
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。そ
の
成

果
は
今
大
会
の
清
水
選
手
の
作
品
で
も

感
じ
ら
れ
、作
品
以
上
に
選
手
と
し
て
も

人
間
と
し
て
も
成
長
し
て
お
り
ま
す
。こ

れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
一
年

後
の
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日

㈪
に
は
香
川
県
一
丸
と
な
っ
て
チ
ー
ム

で
こ
の
全
国
大
会
の
舞
台
に
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
誓
い
埼
玉
県
大
会
を
終
え
ま

し
た
。

　
　
　
　
（
県
教
育
部
長　
川
筋
正
仁
）

◇
経
過
日
誌

◦
第
五
回
三
役
会

　
十
一
月
九
日
㈪　

善
通
寺
市
民
体
育
館

◦
第
三
回
三
役
部
長
会

　
十
一
月
十
六
日
㈪
午
後
一
時

　
組
合
事
務
所
会
議
室

◦
第
四
回
理
事
会

　
十
二
月
七
日
㈪
午
前
十
時

　
石
清
尾
八
幡
宮

◦
女
性
部
委
員
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
準
備
委
員
会

　
十
一
月
二
日
㈪
午
後
十
二
時
三
十
分

　
組
合
事
務
所
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
十
一
月
三
十
日
㈪
午
後
三
時

　
組
合
事
務
所
会
議
室

東
讃
協
議
会

◦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
十
二
月
十
四
日
㈪
午
前
十
時

　
太
洋
ボ
ウ
ル

西
讃
協
議
会

◦
忘
年
会

　
十
二
月
八
日
㈪
午
後
六
時

　
朝
日
亭

◦
高
松
東
讃
合
同
衛
生
講
習

　
十
月
五
日
㈪
午
前
十
時　

高
松
テ
ル
サ

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
十
月
十
六
日
㈪
午
前
十
時

　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
平
井
支
部
講
習

　
十
一
月
十
一
日
㈬
午
後
八
時

　
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　
シ
ュ
ア

◦
西
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
十
一
月
十
六
日
㈪
午
前
九
時

　
観
音
寺
商
工
会
議
所

◦
坂
出
・
綾
北
支
部
合
同
講
習

　
十
一
月
二
十
六
日
㈭
午
後
八
時

　
理
容
サ
ト
ウ

◦
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習
会

　
十
二
月
十
四
日
㈪
午
前
十
時

　
県
立
丸
亀
競
技
場

◦
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
・
マ
イ
ス
タ
ー

　
専
任
講
師
養
成
講
座

　
十
二
月
十
四
日
㈪
午
前
十
一
時

　
東
予
理
容
美
容
専
門
学
校

◦
全
国
理
容
競
技
会

　
十
月
十
二
日
㈪

　
埼
玉
県
久
喜
市
総
合
体
育
館

◦
西
日
本
理
事
長
会

　
十
月
十
九
日
㈪
〜
二
十
日
㈫

　
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

◦
平
木
す
す
む
県
政
を
語
る

　
十
月
十
六
日
㈮
午
後
六
時

　
高
松
国
際
ホ
テ
ル

◦
中
四
国
協
議
会
青
年
部
交
流
会

　
十
一
月
二
日
㈪
午
後
一
時

埼
玉
県
で
全
国
理
容
競
技
大
会
開
催

第
六
十
七
回 

全
国
理
容
競
技
大
会
レ
ポ
ー
ト

第３部出場の清水選手（善通寺）

超満員の大会会場

経
過
及
び
行
事
予
定

三

役

会

三
役
部
長
会

理

事

会

委

員

会

協

議

会

講

習

会

競
技
大
会

そ

の

他
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広
島
県
環
衛
ビ
ル
九
階
会
議
室

◦
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
十
一
月
九
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

　
善
通
寺
市
民
体
育
館

◦
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
十
一
月
三
十
日
㈪
午
前
九
時

　
高
松
グ
ラ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◦
髪
授
神
祠
大
祭

　
十
二
月
七
日
㈪
午
前
十
時

　
石
清
尾
八
幡
宮

◦
事
務
所
仕
事
納
め

　
十
二
月
二
十
八
日
㈪

◇
行
事
予
定

平
成
二
十
八
年

◦
第
四
回
三
役
部
長
会

　
二
月
十
五
日
㈪
午
前
十
時

　
組
合
事
務
所
会
議
室

平
成
二
十
八
年

◦
第
五
回
理
事
会

　
二
月
二
十
九
日
㈪
午
前
十
時

　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

平
成
二
十
八
年

◦
予
算
委
員
会

　
二
月
八
日
㈪
午
後
二
時

　
組
合
事
務
所
会
議
室

平
成
二
十
八
年

中
讃
協
議
会

◦
役
員
旅
行

　
二
月
一
日
㈪
〜
二
日
㈫

　
伊
勢
志
摩

平
成
二
十
八
年

◦
高
松
支
部
講
習

　
一
月
十
三
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
二
階

◦
中
讃
協
議
会
講
習
会

　
一
月
二
十
五
日
㈪
午
前
十
時

　
坂
出
商
工
会
議
所

◦
県
組
合
講
習

　
二
月
二
十
二
日
㈪
午
前
十
時

　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
Ｂ
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
・
マ
イ
ス
タ
ー

　
認
定
講
座

　
三
月
七
日
㈪
午
前
十
時

◦
強
化
練
習

　
十
月
十
四
日
㈬

　
十
一
月
十
一
日
㈬

　
十
二
月
十
六
日
㈬

　
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

平
成
二
十
八
年

◦
講
師
会
新
春
研
修
会

　
一
月
十
八
日
㈪
午
前
十
時

　
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

平
成
二
十
八
年

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
四
月
二
十
五
日
㈪

　
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◦
第
六
十
八
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
十
一
月
二
十
一
日
㈪

　
高
知
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園

平
成
二
十
八
年

◦
事
務
所
仕
事
初
め

　
一
月
五
日
㈫

◦
木
村
義
雄
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
一
月
十
二
日
㈫
午
前
十
一
時
三
十
分

　
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

三
階
「
玉
藻
の
間
」

◦
香
川
県
生
活
衛
生
協
会
賀
詞
交
歓
会

　
一
月
二
十
四
日
㈰

　
高
松
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

◦
理
容
師
国
家
試
験
（
実
技
）

　
二
月
一
日
㈪

　
香
川
県
美
容
会
館

◦
県
組
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
二
月
八
日
㈪
午
前
十
時　

太
洋
ボ
ウ
ル

◦
理
容
師
国
家
試
験
（
筆
記
）

　
三
月
六
日
㈰

　
愛
媛
大
学
工
学
部

講

師

会

三
役
部
長
会

理

事

会

委

員

会

協

議

会

講

習

会

競
技
大
会

そ

の

他

メリット 1 葬儀費用の軽減

メリット 2 葬儀支援サービス独自の
　　　　　「あんしん」葬儀依頼

■ご提供される基本セット（例）

●祭壇　
●お棺
●寝台車
●お位牌（白木）
●ご遺影（白黒）など

車庫から
10km以内

ご利用方法 葬儀のご手配、事前の相談・お見積りはコールセンターへ
「病院からの搬送」よりご利用いただけます。

0120-493-417

葬儀に必要な「基本セット」（全国平均40万円相当）が
　　　　（税別）でご利用になれます。24万円

365日
24時間対応

加盟団体の皆様からの葬儀依頼は年間5,000件以上。
ご依頼いただくご葬儀は、制度加盟200団体を代表したご葬
儀として、1件1件丁寧な対応を実施いたしております。

■対象者と基本セットご利用料金

■ 全国儀式サービスホームページ
http://www.gishiki.co.jp  ユーザー名：gishiki　パスワード：yumeyume

※1 ご家族とは「配偶者、子女、本人・配偶者の両親、本人・配偶
　   者の祖父母」にあたります。

●組合員本人及び
　そのご家族※1

●従業員本人及びそのご家族※1

対象者（ご葬儀の対象となる故人さま） ご利用料金

24万円
（税別）

お近くの加盟葬儀社・斎場を検索できます。

国内最大の
葬儀社ネットワーク
国内最大の

葬儀社ネットワーク
国内最大の

葬儀社ネットワーク

全国約500の葬儀社
2,400を超える斎場施設

「理容組合」の
組合員特典
「理容組合」の
組合員特典
「理容組合」の
組合員特典
「理容組合」の
組合員特典

※式場使用料、会葬返礼品や飲食・料理などの接待費、寺院関係費、火葬料などは基本セットに含まれておりません。
※葬儀社や地域によって基本セットの内容が異なるケースがございます。
※基本セットに含まれない費用は別途ご負担いただきます。

記載のサービス内容は、平成27年6月現在のものです。状況により変更となる場合がございます。

ご利用の際は事前に上記の電話番号へご連絡ください。葬儀社とのお打合せ後のご連絡ではご利用になれません。

組合員の他、ご家族もご利用になれます。
理容組合の年会費以外の新たな会費は必要ありません。
また組合への加入手続き以外の新たな手続きも必要ありません。ご利用にあたり

　
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

　

人
の
家
の
水
道
が
流
れ
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
ら
！

　
Ａ
黙
っ
て
通
り
過
ぎ
る

　
Ｂ
家
の
人
に
教
え
て
あ
げ
る

　
Ｃ
栓
を
閉
め
て
か
ら
去
る

　

は
て
さ
て
Ａ
と
Ｂ
は
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
上
下
関
係
が
出
来
て
し

ま
い
そ
う
で
、
Ｃ
は
何
事
も
な
か
っ

た
如
く
失
敗
を
カ
バ
ー
し
て
あ
げ
て

い
る
そ
う
で
す
よ
。
こ
れ
は「
言
葉
が

け
」
と
い
う
著
書
の
し
お
み
と
し
ゆ

き
氏
の
こ
こ
ろ
の
教
育
を
参
考
に
し

ま
し
た
が
、
一
見
簡
単
そ
う
で
実
は

難
し
い
の
だ
と
言
う
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

新
し
い
年
の
明
け
、
平
凡
な
一
年

で
あ
れ
ば
と
思
う
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
？

　
　
　
（
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美
）

コ

ラ

ム
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朝
夕
は
秋
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
平
成
二
十
七
年
九
月

二
十
一
日
正
午
よ
り
、
濱
野
健
治
氏
旭

日
単
光
章
受
賞
記
念
祝
賀
会
が
、
ホ
テ

ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
御
賛
同
者

一
〇
四
名
の
御
来
臨
を
賜
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
度
、受
賞
さ
れ
ま
し
た
濱

野
健
治
氏
は
平
成
三
年
よ
り
香
川
県
理

容
生
活
衛
生
同
業
組
合
高
松
支
部
長
、並

び
に
県
役
員
常
任
理
事
を
二
十
三
年
の

長
き
に
亘
り
香
川
県
理
容
業
界
の
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
、平
成
二
十
六

年
に
は
副
理
事
長
に
、そ
し
て
現
在
相
談

役
に
就
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、北
地
一
行
副
理
事
長
が
開
会

の
辞
を
述
べ
、
発
起
人
代
表
と
し
て
、
佐

藤
功
理
事
長
の
挨
拶
、全
理
連
理
事
長
大

森
利
夫
氏
を
は
じ
め
、
衆
参
両
議
員
、
県

議
会
議
員
の
方
々
の
祝
辞
を
受
け
、数
々

の
お
祝
い
の
品
並
び
に
花
束
の
贈
呈
と

続
き
、舞
台
に
て
掛
け
声
も
威
勢
良
く
、

鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
祝
宴
に
移
り
ま
し

た
。
各
テ
ー
ブ
ル
共
、
会
話
が
弾
み
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、最
後
は
三
本

締
め
、
閉
会
の
運
び
と
な
り
、
感
動
に
包

ま
れ
て
祝
宴
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
開
催
に
あ
た
り
、発
起
人
世
話

人
他
、関
係
者
の
皆
様
方
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
事
を
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
白
川
成
二
）

感
謝
の
こ
と
ば

濱 
野 
健 

治

　

本
日
は
皆
様
方
に
は
ご
多
用
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
遠
路
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
お
祝
辞
、
ご
厚
志
を
賜
り
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

七
支
部
合
同
衛
生
講
習
会

　

平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
㈪
午
前
十

時
よ
り
高
松
、
香
北
、
仏
生
山
、
平
井
、

さ
ぬ
き
、
土
庄
、
内
海
支
部
の
合
同
衛
生

講
習
会
が
高
松
テ
ル
サ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
高
松
税
務
署
・
田
野
上
浩
二
氏

か
ら「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
」

の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
番
号
制
度
の
概
要
、税
務
関
係
や
管
理

な
ど
の
説
明
が
あ
り
、税
務
関
係
に
つ
い

て
出
席
者
か
ら
質
問
が
で
て
い
ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
る
」と
い
う
こ
と

で
す
が
、実
際
に
ス
タ
ー
ト
し
て
み
な
く

て
は
わ
か
り
に
く
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て
、多
く
の
予
備
知
識
を
得
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
に
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
講
義
が

あ
っ
た
後
、
検
診
車
で
結
核
・
肺
が
ん
検

診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
参
加
者
は
百
数
十
名
と
多
か
っ

た
の
で
、検
診
車
に
長
い
列
が
で
き
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）

　
濱
野
健
治
氏 

叙
勲
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催

　
　
　
　
　
　
　
旭
日
単
光
章
を
受
賞

濱野ご夫妻

鏡割りの様子

熱心に講習を聞く参加者

発起人の皆さん

　
こ
の
度
、平
成
二
十
七
年
春
の
褒
章
に

際
し
、旭
日
単
光
章
拝
受
の
栄
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、今

日
ま
で
永
き
に
わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
諸
先
輩
、友
人
の
温
か
い
ご
支

援
の
賜
と
心
か
ら
御
礼
も
う
し
あ
げ
ま

す
。

　
今
後
は
、こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の

無
き
よ
う
、心
新
た
に
精
進
致
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
り
一

層
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
盛
大
な
祝

賀
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、発

起
人
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、ご
出
席
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、お

礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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◎
東
讃
協
議
会

　
東
讃
協
議
会
（
野
崎
耕
次
会
長
）
は
全

国
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
を
受
け
平

成
二
十
七
年
九
月
十
四
日
㈪
さ
ぬ
き
市

津
田
の
松
原
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

し
た
。

　
早
朝
八
時
三
十
分
よ
り
、｢

最
近
あ
っ

た
、
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
受

け
、常
に
危
機
意
識
を
も
っ
て
ほ
し
い｣

と
野
崎
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。組
合

員
ら
七
十
五
名
が
参
加
、ま
だ
ま
だ
夏
の

日
差
し
の
中
、
落
ち
葉
を
拾
い
集
め
た

り
、
雑
草
を
ぬ
い
た
り
、
日
頃
の
お
客
さ

ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
汗
を

流
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
異
常
気
象
が
も
た
ら

し
た
の
か
、落
ち
葉
が
目
立
ち
が
ん
じ
き

で
掻
き
集
め
一
輪
車
、
運
搬
車
が
活
躍

し
、約
二
時
間
半
の
作
業
で
二
ト
ン
車
二

台
分
の
芥
を
集
積
し
た
。

　

年
末
助
け
合
い
募
金
も
二
万
八
千
円

と
集
ま
り
、拍
手
の
あ
る
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ

◎
高
松
協
議
会

　

高
松
協
議
会
は
平
成
二
十
七
年
九
月

十
四
日
㈪
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
に
、

石
清
尾
八
幡
宮
・
髪
授
神
祠
・
蜂
穴
神
社

周
辺
お
よ
び
参
道
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
約
三
十
名
の
参
加
者
で
、募
金

活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
よ
り
神
谷
彰
高
松
協
議
会

長
の
挨
拶
の
後
、清
掃
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
清
掃
場
所
周
辺
に
多
く
の
蚊

が
い
ま
し
た
が
、
服
装
や
虫
除
け
ス
プ

◎
中
讃
協
議
会

　
平
成
二
十
七
年
九
月
十
四
日
、丸
亀
城

に
て
、中
讃
協
議
会
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
休
み
に
も
関
わ
ら
ず
七
十
五

名
に
も
上
る
、た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
あ

り
、
佐
藤
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
各
支
部

に
分
か
れ
て
清
掃
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、暑
す
ぎ
る

こ
と
も
な
く
清
掃
が
捗
っ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、何
時
も
参
加
い
た
だ
く
組
合
員

さ
ん
、お
世
話
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
役

員
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。来
年

も
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
白
川
成
二
）

◎
西
讃
協
議
会

　
平
成
二
十
七
年
九
月
十
四
日
快
晴
。朝

八
時
三
十
分
集
合
。毎
年
九
月
の
第
二
月

曜
「
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」。
台
風

は
、
雨
は
、
と
心
配
で
し
た
が
快
晴
で
し

た
。
遠
く
に
伊
吹
島
が
、
思
わ
ず
海
を

バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
し
ま
し
た
。約
三
十

名
が
観
音
寺
有
明
浜
を
燃
え
る
ゴ
ミ
と

燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
分
け
な
が
ら
砂
浜
を

歩
い
て
行
き
ま
し
た
。小
さ
い
ゴ
ミ
で
も

数
が
集
ま
る
と
二
十
袋
以
上
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
の
清
掃
活
動
、

西
讃
協
議
会
の
方
々
ご
苦
労
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
森　
健
二
）

全
国
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
in
香
川

ア
の
精
神
が
生
か
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
作

戦
は
無
事
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

レ
ー
な
ど
の
対
策
で
、虫
刺
さ
れ
の
被
害

は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
一
時
間
程
度
の
熱
心
な
清
掃
活
動
後
、

記
念
撮
影
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）
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平
成
二
十
七
年
十
一
月
九
日
㈪
午
前

九
時
三
十
分
よ
り
善
通
寺
体
育
館
に
お

い
て
第
二
十
四
回
香
川
県
理
容
生
活
衛

生
同
業
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
大
会
担
当
の

西
讃
協
議
会
森
健
二
会
長
よ
り
開
会
が

宣
言
さ
れ
、大
会
が
ス
タ
ー
ト
！
雨
の
予

報
で
心
配
し
ま
し
た
が
大
雨
に
な
ら
ず
、

寒
く
も
な
く
良
き
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
参
加
チ
ー
ム
の
内
容
は
上
級
六

チ
ー
ム
、
中
級
八
チ
ー
ム

上　
級

　
東
讃
三
チ
ー
ム　
高
松
一
チ
ー
ム

　
中
讃
一
チ
ー
ム　
西
讃
一
チ
ー
ム

中　
級

　
東
讃
三
チ
ー
ム　
高
松
一
チ
ー
ム

　
中
讃
三
チ
ー
ム　
西
讃
一
チ
ー
ム

　

合
計
六
十
二
名
参
加
で
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、い
ざ
試
合
に
な
る
と

各
支
部
選
抜
代
表
か
と
思
わ
れ
る
好
プ

レ
ー
。審
判
も
戸
惑
う
白
熱
の
ス
パ
イ
ク

と
ブ
ロ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
際
で
の
せ
め
ぎ

あ
い
。
フ
ル
セ
ッ
ト
で
の
点
の
取
り
合

い
、接
戦
で
の
勝
負
！
熱
気
ム
ン
ム
ン
。

ス
パ
イ
ク
が
決
ま
り
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。歓

喜
の
声
が
上
が
り
拍
手
喝
采
！

　
少
し
試
合
の
ロ
ス
は
あ
り
ま
し
た
が
、

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

◯
試
合
結
果

上　
級

優　
勝　
琴
平　
準
優
勝　
仏
生
山

敗
者
戦　
高
松

　
平
成
二
十
七
年
九
月
七
日
、四
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
高
松
テ
ル
サ
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。山
原
昌
司
中
央
講
師
を

お
招
き
し
て「
エ
ス
テ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
」

「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
」を
学
び

ま
し
た
。
タ
オ
ル
の
大
切
さ
、肌
に
あ
た

る
手
の
匂
い
、
カ
ミ
ソ
リ
の
角
度
、
肌
に

あ
た
え
る
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
、山
原
先
生
の
刃
の
あ
た
り
具
合

が
す
ご
く
滑
ら
か
で
、
自
分
の
シ
ェ
ー

ビ
ン
グ
は
？
あ
た
り
具
合
は
ど
う
だ
ろ

う
？
女
性
の
目
を
一
身
に
浴
び
何
か
を

取
り
入
れ
た
い
と
思
う
受
講
生
の
熱
気

ム
ン
ム
ン
で
し
た
。

　
全
員
参
加
で「
炭
酸
ジ
ェ
ル
パ
ッ
ク
」

を
作
る
作
業
を
し
て
、各
自
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
香
川
五
十
六
名
、
徳
島

十
四
名
、
高
知
九
名
、
愛
媛
八
名
、
合
計

八
十
七
名
。

　

た
い
へ
ん
素
晴
ら
し
い
講
習
会
に
な

り
ま
し
た
。次
回
は
徳
島
で
開
催
予
定
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
女
性
部
長　
藤
澤
栄
利
子
）

県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
高
松
で
開
催

白熱の決勝戦

中級優勝　丸亀Ａチーム

上級優勝　琴平チーム

中　
級

優　
勝　
丸
亀
Ａ　
準
優
勝　
丸
亀
Ｂ

敗
者
戦　
さ
ぬ
き

　

来
年
は
東
讃
協
議
会
の
担
当
に
な
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
女
性
部
長　
藤
澤
栄
利
子
）
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仏
生
山
・
平
井
支
部

　
夜
間
講
習
会
開
く

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
一
日
㈬
十

川
西
町
ヘ
ア
サ
ロ
ン
『
シ
ュ
ア
』
に
て
県

講
師　

宮
本
修
志
先
生
を
迎
え
て
モ
デ

ル
を
使
っ
て
の
ち
ょ
い
薄
ス
タ
イ
ル
で

も
カ
バ
ー
し
て
活
か
す
カ
ッ
ト
と
、し
っ

か
り
と
髪
が
あ
る
ス
タ
イ
ル
い
ず
れ
も

シ
ニ
ア
を
対
象
に
し
た
ツ
ー
パ
タ
ン
の

ヘ
ア
カ
ッ
ト
講
習
会
を
夜
八
時
半
か
ら

の
遅
い
時
間
で
し
た
が
、両
支
部
合
わ
せ

て
十
八
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。六
十
代
前
後
の
お
客
様
に
第
一
印
象

を
大
切
に
お
し
ゃ
れ
に
毛
流
に
そ
っ
て

セ
ッ
ト
し
て
ド
ラ
イ
カ
ッ
ト
す
る
と
い

う
、
薄
毛
を
カ
バ
ー
し
、
む
し
ろ
活
か

し
て
自
然
に
動
き
を
出
す
ス
タ
イ
リ
ン

グ
を
ミ
ス
ト
や
ヘ
ア
ク
リ
ー
ム
な
ど
を

使
い
ご
わ
つ
き
感
無
く
作
っ
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
規
の
お
客
様
を
掴
む

ち
ょ
っ
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、先
生
は

今
で
も
十
分
若
い
の
で
す
が
、若
き
頃
の

家
業
、散
髪
屋
に
つ
い
て
の
想
い
な
ん
か

も
最
新BA

EBER

事
情
も
交
え
、
二
時

間
ほ
ど
の
勉
強
会
で
し
た
。
ま
た
、ハ
サ

ミ
や
櫛
の
選
び
方
、髭
の
整
え
方
な
ど
も

披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ス
タ
イ
ル
も
ブ
ラ
ン
ト
カ
ッ

ト
は
あ
え
て
使
わ
ず
セ
ニ
ン
グ
主
流
に

整
え
す
ぎ
ず
創
る
と
い
う
の
が
、奥
様
か

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
講
習

　
荒
井
全
理
連
講
師
を
迎
え
て

　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
六
日
㈪
午

前
十
時
〜
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
二
階
中
会

議
室
に
て
全
理
連
中
央
講
師　

荒
井
伸

司
先
生
を
お
招
き
し
二
〇
一
六
全
理
連

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
「XYcode-E

」
の
講
習

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
回
の
ニ
ュ
ー

ヘ
ア
ー
は
日
本
人
特
有
の
平
面
的
な
骨

格
を
Ｅ
ラ
イ
ン（
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ

ン
）
で
、立
体
的
に
骨
格
補
正
を
行
い
な

が
ら
カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
営
業
に
役
立

つ
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、会

場
に
は
百
名
を
上
回
る
受
講
者
の
方
々

が
、そ
の
素
晴
ら
し
い
技
術
に
大
変
興
味

深
く
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。両
熱
の

平
ア
イ
ロ
ン
を
使
っ
て
の
パ
ー
マ
技
術

で
は
受
講
者
の
方
々
も
席
を
立
ち
少
し

で
も
近
く
で
見
よ
う
と
熱
気
あ
る
講
習

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
は
技
術
だ
け

で
な
く
、入
店
時
お
客
様
の
ス
タ
イ
ル
や

会
話
か
ら
好
み
を
探
り
、
最
新
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
提
案
な
ど
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
重
要
性
も
「XYcode-E

」
で
は
提
案

し
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
の
営
業
に
役

立
て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
講
師
会
長　
山
本
恵
三
）

あ
な
た
の
カ
ラ
ダ
は
大
丈
夫
？

丸
亀
・
琴
平
合
同
講
習
会

　

十
月
十
四
日
、
午
後
八
時
十
五
分
よ

り
、
ま
ん
の
う
町
商
工
会
に
於
い
て
、
夜

間
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。支
部
員
も

中
高
年
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
い

つ
ま
で
も
若
々
し
く
現
役
で
」い
る
た
め

に
、自
分
自
身
の
体
の
ケ
ア
も
重
要
だ
と

思
い
、柔
道
整
復
師
の
岡
野
裕
司
講
師
を

お
招
き
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
理
容
師
の
た
め
の
カ
ラ
ダ

の
負
担
を
減
ら
す
三
つ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
」

カ
ラ
ダ
の
歪
み
を
解
消
で
き
る
簡
単
な

セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
全
員
が
体
を
動
か
せ
て
、
と

て
も
楽
し
く
、分
か
り
や
す
い
内
容
で
し

た
。

　
中
に
は
、疲
れ
す
ぎ
て
力
の
抜
き
方
が

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ず
「
理
容
香
川
」
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
年
末
年
始
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
私
は
、毎
年
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
。
年

末
の
仕
事
慌
た
だ
し
く
終
え
、年
が
変
わ
っ

て
氏
神
様
に
お
参
り
し
、御
屠
蘇
を
い
た
だ

く
。
毎
年
の
こ
と
と
は
い
え
、新
年
を
迎
え

て
初
詣
に
向
か
う
の
は
身
も
引
き
締
ま
り
、

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。理
容
業
界
に
と
っ
て
い
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
ち
な
み
に
私
の
願
い
事
は
、締
切
厳
守
。

守
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
（
文
化
広
報
部
長　
小
松
芳
浩
）

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
四
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
二
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
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ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

大
切
な
人
か
ら
貰
っ
た
電
子
辞
書

　
壊
れ
て
も
思
い
出
い
つ
ま
で
も

水
害
の
様
子
が
テ
レ
ビ
に
写
っ
て
る

　
こ
こ
は
星
空
涙
が
滲
む

若
い
時
真
っ
青
な
海
が
好
き
だ
っ
た
が

　
今
は
曇
り
空
の
海
も
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

友
来
る
手
作
り
お
せ
ち
準
備
し
て

　
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

初
詣
で
よ
そ
行
き
顔
や
人
の
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

冬
の
空
世
間
の
汚
れ
全
て
消
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

短　

歌

俳　

句

川　

柳
文

芸

欄

講師の荒井伸司氏 ニューヘアー「XYcode-E」

分
か
ら
な
い
方
も
い
ま
し
た
が
、ほ
と
ん

ど
の
参
加
者
が
、ケ
ア
前
後
の
カ
ラ
ダ
の

差
を
実
感
で
き
、
そ
の
日
の
夜
は
、
グ
ッ

ス
リ
と
眠
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
後
、
先
生
は
、
理
容
師
の
体
の

疲
れ
が
ひ
ど
す
ぎ
る
こ
と
に
、ビ
ッ
ク
リ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
が
ら
セ
ル
フ
ケ
ア
で
、疲
労
を
翌
日

に
持
ち
越
す
こ
と
な
く
、
体
質
を
改
善

し
、
末
永
い
健
康
と
美
を
手
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　
（
琴
平
支
部
教
育
部
長　
石
川
恵
子
）全員で疲れを解消中

ら
「
そ
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
い
い
わ
ね
。」

と
賛
同
を
得
て
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
繋
が
り
、

そ
れ
が
お
し
ゃ
れ
な
団
塊
世
代
を
掴
む

コ
ツ
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
平
井
支
部　
高
橋
政
俊
）
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